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(57)【要約】
【課題】反射による多重表示のメリットを生かしつつも
良好な視認性を確保できる表示装置を提供する。
【解決手段】発光表示部１８を形成してなる透明基板１
１と、発光表示部１８を封止する封止基板１７とを有す
る有機ＥＬパネル１を備える表示装置において、発光表
示部１８が第１の発光表示像Ｄ１を形成する第１の発光
表示領域ＡＲ１と第２の発光表示像Ｄ２を形成する第２
の発光表示領域ＡＲ２とを有し、第２の発光表示領域Ａ
Ｒ２に対向するように透過反射手段４を設けてなる。
【選択図】　図２



(2) JP 2009-238551 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも透明電極、有機ＥＬ層及び背面電極を順次積層して発光表示部を形成してなる
透明基板と、この透明基板と組み合わされて前記発光表示部を封止する封止基板とを有す
る有機ＥＬパネルを備える表示装置において、
前記発光表示部が第１の発光表示像を形成する第１の発光表示領域と第２の発光表示像を
形成する第２の発光表示領域とを有し、
前記第２の発光表示領域に対向するように前記発光表示部からの光を透過すると共に前記
背面電極側に反射する透過反射手段を設けてなることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
前記透過反射手段が前記透明基板の外表面に設けられていることを特徴とする請求項１記
載の表示装置。
【請求項３】
前記透過反射手段が前記透明基板の外表面を覆う透光部材と、この透光部材の前記透明基
板とは反対側の面に形成されたハーフミラー層とからなることを特徴とする請求項１記載
の表示装置。
【請求項４】
前記透光部材の表面を曲面に形成してなることを特徴とする請求項３記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば車両用計器に組み込まれ、各種情報を表示する表示装置に関し、特に
表示素子として有機ＥＬ（エレクトロ・ルミネッセンス）パネルを用いた表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　この種の表示装置として、例えば下記特許文献１に記載のものが知られている。この表
示装置は、少なくとも透明電極、有機ＥＬ層及び背面電極を順次積層して発光表示部を形
成してなる透明基板と、この透明基板と組み合わされて発光表示部を封止する封止基板と
を備えるものである。
【０００３】
　透明基板の観察者側を向く外表面には、発光表示部の全体を覆うように、ハーフミラー
層が形成され、このハーフミラー層によって発光表示部からの光を透過すると共に背面電
極側に反射するように構成しており、ハーフミラー層と背面電極との間を光（画像）が複
数回反射することにより、複数の反射像が重なって見え、これにより、発光表示に奥行き
感を付与する工夫が施されている。
【特許文献１】特開２００２－２０８４７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１記載の表示装置にあっては、発光表示部の全体がハーフミラ
ー層によって覆われる構成であり、常に複数の反射像が重なって見えることになるため、
表示情報によっては、反射像が重なることで、表示情報を視認性を妨げてしまうことがあ
った。例えば表示情報が文字情報（メッセージ情報）の場合、複数の文字像が重なって見
えることで視認性を阻害することがあった。
【０００５】
　本発明は前述した問題点に着目し、反射による多重表示のメリットを生かしつつも良好
な視認性を確保できる表示装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明は、前述した課題を解決するため、少なくとも透明電極、有機ＥＬ層及び背面電
極を順次積層して発光表示部を形成してなる透明基板と、この透明基板と組み合わされて
前記発光表示部を封止する封止基板とを有する有機ＥＬパネルを備える表示装置において
、前記発光表示部が第１の発光表示像を形成する第１の発光表示領域と第２の発光表示像
を形成する第２の発光表示領域とを有し、前記第２の発光表示領域に対向するように前記
発光表示部からの光を透過すると共に前記背面電極側に反射する透過反射手段を設けてな
ることを特徴とする。
【０００７】
　また本発明は、前記透過反射手段が前記透明基板の外表面に設けられていることを特徴
とする。
【０００８】
　また本発明は、前記透過反射手段が前記透明基板の外表面を覆う透光部材と、この透光
部材の前記透明基板とは反対側の面に形成されたハーフミラー層とからなることを特徴と
する。
【０００９】
　また本発明は、前記透光部材の表面を曲面に形成してなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、初期の目的を達成することができ、反射による多重表示のメリットを
生かしつつも良好な視認性を確保できる表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面を用いて説明する。
【００１２】
　図１～図４は、本発明による表示装置を車両用表示装置に適用した第１の実施形態を示
すもので、図１は本実施形態による表示装置の正面図、図２は図１のＡ－Ａ断面図（ハッ
チングは省略）、図３は図２の要部拡大図（ハッチング付き）、図４は同実施形態による
表示装置の表示例を示す正面図である。
【００１３】
　図１及び図２において、本実施形態による表示装置は、有機ＥＬパネル１と、この有機
ＥＬパネルの動作を制御して各種情報を発光表示させる回路基板２と、回路基板２からの
制御・駆動信号を有機ＥＬパネル１に電送するＦＰＣ（Flexible Print Circuit）３と、
透過反射手段４とから構成されている。なお回路基板２には有機ＥＬパネル１の駆動制御
に必要なマイクロコンピュータやドライバ回路等の素子が実装されている。
【００１４】
　有機ＥＬパネル１は、図２、図３に示すように、透明基板１１と、透光性の第１電極（
陽極）ライン（透明電極）１２と、絶縁層１３と、リブ（隔壁）１４と、有機層（有機Ｅ
Ｌ層）１５と、第２電極（陰極）ライン（背面電極）１６と、封止基板１７とから主に構
成される。なお本実施形態の場合、第１電極ライン１２と、絶縁層１３と、リブ１４と、
有機層１５と、第２電極ライン１６とで本発明でいう発光表示部１８が形成される。
【００１５】
　透明基板１１は、例えば長方形形状で電気絶縁性の透明ガラス材からなる。この透明基
板１１の前面、すなわち観察者側を向く面には、円偏光板１９が貼着され、これにより有
機ＥＬパネル１の内部が透明基板１１を通じて見えないようになっている。なお図２では
円偏光板１９は省略されている。
【００１６】
　第１電極ライン１２は、ＩＴＯ等の透光性導電材料によって形成され、蒸着法やスパッ
タリング法等の手段によって透明基板１１上に電極膜を形成した後、フォトリソグラフィ
ー法等によって複数のライン状に形成するものである。
【００１７】
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　絶縁層１３は、例えばポリイミド系の電気絶縁性材料から構成され、第１電極ライン１
２と第２電極ライン１６との間に位置するように第１電極ライン１２上に形成され、両電
極ライン１２，１６の短絡を防止するとともに、発光ドット部ＤＴ（後述）の輪郭を明確
にするものである。
【００１８】
　リブ４は、例えばフェノール系の電気絶縁性材料からなり、絶縁層３上に形成される。
リブ４は、その断面が逆台形形状等のオーバーハング形状となるようにフォトリソグラフ
ィー法等の手段によって形成されてなるものである。また、リブ４は、第１電極ライン１
２と直交する方向に等間隔にて複数形成される。リブ４は、その上方から蒸着法やスパッ
タリング法等によって有機層１５及び第２電極ライン１６となる金属膜を形成する場合に
オーバーハング形状によって有機層１５及び前記金属膜が段切れを起こす構造を得るもの
である。
【００１９】
　有機層１５は、第１電極ライン１２上に正孔注入層，正孔輸送層，有機層及び電子輸送
層を蒸着法やスパッタリング法等の手段によって順次積層形成してなるものである。なお
有機層１５は、第１電極１２及びリブ１４上に形成されるものであるが、リブ１４によっ
て段切れが生じリブ１４の上面に積層されるものがある。
【００２０】
　第２電極ライン１６は、アルミニウム（ＡＬ）やマグネシウム銀（Ｍｇ：Ａｇ）等の金
属性導電性材料を用い、これら材料をスパッタリング法や蒸着法等の手段により形成する
ことで得られるものであり、前記材料にて形成される金属膜が有機層１５と同様にリブ１
４によって段切れが生じ、有機層１５上に積層されるものとリブ１４上に積層されるもの
とに区分けされ、有機層１５上に積層されたものが第２電極ライン１６となる。なお、第
２電極ライン１６は、第１電極ライン１２よりも導電率が高い。
【００２１】
　そして第１，第２の電極ライン１２，１６は、マトリクス状を呈するように有機層１５
を挟んで積層され、各電極ライン１２，１６への選択的な電力供給により絶縁層１３間に
挟まれた有機層５が発光し、これが発光ドットＤＴとして観察者に視認される。本実施形
態の場合、発光ドットＤＴによって、図４に示すように、「ＢＲＡＫＥ」なる文字メッセ
ージ情報からなる第１の発光表示像Ｄ１と、この文字メッセージ情報の周囲を囲む長方形
枠からなる第２の発光表示像Ｄ２とが形成される。
【００２２】
　封止基板１７は、例えば透明基板１１と同じ、長方形形状で電気絶縁性の透明ガラス材
からなり、透明基板１１と組み合わされて発光表示部１８を封止する。
【００２３】
　このように構成される有機ＥＬパネル１において、発光表示部１８は、第１の発光表示
領域ＡＲ１と、第２の発光表示領域ＡＲ２とに分けることができる。第１の発光表示領域
ＡＲ１は、有機ＥＬパネル１の中央に位置して第１の発光表示像Ｄ１を表示する領域とな
っている。一方、第２の発光表示領域ＡＲ２は、有機ＥＬパネル１の内周を縁取るように
位置して第２の発光表示像Ｄ２を表示する領域となっており、この第２の発光表示領域Ａ
Ｒ２に対向するように透過反射手段４が設けられている。
【００２４】
　この透過反射手段４は、例えば合成樹脂板もしくはフィルムからなる透光部材４１の表
面にＡｌ、Ａｇ、Ｓｎ等を含む金属薄膜を蒸着してハーフミラー層４２を設けてなるもの
で、少なくとも第２の発光表示領域ＡＲ２をカバーするように透明基板１１の観察者側を
向く外表面に貼着されている。なお透明基板１１の表面に直接ハーフミラー層を設けるこ
とで透過反射手段４を設けてもよい。
【００２５】
　このように構成される透過反射手段４は、発光表示部１８からの光（第２の発光表示像
Ｄ２）を透過すると共に第２電極１６側に反射する。このため、有機ＥＬパネル１をやや
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斜めに見ると、透過反射手段４と第２電極１６との間を光（第２の発光表示像Ｄ２）が複
数回反射することにより、図４に示すように複数の第２の発光表示像Ｄ２が重なって見え
、これにより、発光表示に奥行き感を付与している。すなわち図４において、複数の第２
の発光表示像Ｄ２のうち、第２の発光表示像Ｄ２ａは発光ドットＤＴによる実際の発光像
であり、他の第２の発光表示像Ｄ２ｂは繰り返して反射し、透過した反射像である。
【００２６】
　なお透過反射手段４は、第２の発光表示領域ＡＲ２を覆い、第１の発光表示領域ＡＲ１
は覆わないように設けられているため、多重反射像が視認されるのは、第２の発光表示領
域ＡＲ２内だけであり、第１の発光表示領域ＡＲ１では視認されない。このため、第１の
発光表示像Ｄ１は明瞭に観察者に視認される。
【００２７】
　以上のように本実施形態では、第１電極ライン（透明電極）１２、有機層（有機ＥＬ層
）１５及び第２電極（背面電極）ライン１６を順次積層して発光表示部１８を形成してな
る透明基板１１と、この透明基板１１と組み合わされて発光表示部１８を封止する封止基
板１７とを有する有機ＥＬパネル１を備える表示装置において、発光表示部１８が第１の
発光表示像Ｄ１を形成する第１の発光表示領域ＡＲ１と第２の発光表示像Ｄ２を形成する
第２の発光表示領域ＡＲ２とを有し、第２の発光表示領域ＡＲ２に対向するように発光表
示部１８からの光を透過すると共に第２電極ライン１６側に反射する透過反射手段４を設
けてなることにより、第２の発光表示領域ＡＲ２で透過反射手段４を通じた多重表示に基
づく立体表示を行い、第１の発光表示領域ＡＲ１では通常の明瞭な表示を行うことができ
るため、反射による多重表示のメリットを生かしつつも良好な視認性を確保することがで
きる。
【００２８】
　なお第１の発光表示領域ＡＲ１に表示する第１の発光表示像Ｄ１としては、文字情報や
複雑な図形意匠等、透過反射手段４を通じた多重表示を行うと判別が困難になる、多重表
示に向かないものが好適であり、また第２の発光表示領域ＡＲ２に表示する第２の発光表
示像Ｄ２としては、透過反射手段４を通じた多重表示を行っても読み取り、判別に問題の
ない単純図形や意匠が好ましい。
【００２９】
　また本実施形態では、透過反射手段４が透明基板１１の外表面を覆う透光部材４１と、
この透光部材４１の透明基板１１とは反対側の面に形成されたハーフミラー層４２とから
なることにより、第２の発光表示像Ｄ２の奥行き感を強調することができる。すなわち、
透光部材４１によってハーフミラー層４２と第２電極１６との間の距離を離すことによっ
て、多重反射像をより奥まった位置に表示することができる。
【００３０】
　なお透明基板１１の外表面に直接ハーフミラー層４２を設けることにより透過反射手段
４を形成すれば、部品数の削減が可能となる。
【００３１】
　図５は本発明の第２の実施形態を示す断面図、図６は本実施形態による表示例を示す正
面図であり、本実施形態では、透光部材４１が有機ＥＬパネル１の全体を覆う大きさに形
成され、また透光部材４１の観察者側を向く表面は、有機ＥＬパネル１に向けて滑らかに
凹む曲面に形成され、本実施形態の場合、その曲面の中央部が第２の発光表示像Ｄ２を表
示する第２の発光表示領域ＡＲ２として設定され、ハーフミラー層４２によって覆われて
いる。
【００３２】
　このように構成される実施形態によれば、前記第１の実施形態と同様の効果を期待でき
る他、発光表示に奥行き感を強調することができる。すなわちハーフミラー層４２が曲面
として形成されることにより、繰り返し反射像となる第２の発光表示像Ｄ２のサイズを変
化させ、奥行き感を強調することができる。
【００３３】



(6) JP 2009-238551 A 2009.10.15

10

20

30

　なお本実施形態では、ハーフミラー層４２を有機ＥＬパネル１に向けて滑らかに凹む曲
面として形成したが、有機ＥＬパネル１とは反対側に凹む曲面に設定してもよい。
【００３４】
　また前記第１，第２の実施形態では、透光部材４１を有機ＥＬパネル１に接触させたが
、空間を持たせてもよい。
【００３５】
　また有機ＥＬパネル１はドットマトリクス型ではなくセグメント型であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の第１の実施形態による表示装置の正面図。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図。
【図３】図２の要部拡大図。
【図４】同実施形態による表示装置の表示例を示す正面図。
【図５】本発明の第２の実施形態を示す断面図。
【図６】同実施形態による表示例を示す正面図。
【符号の説明】
【００３７】
　１　有機ＥＬパネル
　２　回路基板
　３　ＦＰＣ
　４　透過反射手段
　１１　透明基板
　１２　第１電極ライン（透明電極）
　１３　絶縁層
　１４　リブ
　１５　有機層（有機ＥＬ層）
　１６　第２電極ライン（背面電極）
　１７　封止基板
　１８　発光表示部
　１９　円偏光板
　４１　透光部材
　４２　ハーフミラー層
　ＡＲ１　第１の発光表示領域
　ＡＲ２　第２の発光表示領域
　Ｄ１　第１の発光表示像
　Ｄ２，Ｄ２ａ，Ｄ２ｂ　第２の発光表示像
　ＤＴ　発光ドット
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